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都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

基礎データ編｜テーマⅢ共通

【都市データ】
行政区域、鉄道・鉄道駅、道路網（国土数値情報）

【人口データ】
現況人口（e-stat｜国勢調査）
将来人口（国土数値情報、国総研ツール）



基礎データの収集｜都市データ

STEP 01 ｜行政区域データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②「2.政策区域」内の「行政区域」｜「行政区域
（ポリゴン）」を選択します。
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基礎データの収集｜都市データ

STEP 01 ｜行政区域データの入手

④「世界測地系、令和2年」のデータを
ダウンロードします。 ④

③「ダウンロードするデータの選択」
より、「埼玉県」をクリックします。

③
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基礎データの収集｜都市データ

STEP 02 ｜鉄道データ、道路データの入手

①国土数値情報ダウンロードサイトの
トップページに戻ります。

②「4.交通」内の「鉄道（ライン）」と「緊急
輸送道路（ライン）」についても「埼玉
県」の最新データをダウンロードします。
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②



基礎データの収集｜人口データ

①e-stat（政府統計の総合窓口）のトップ
ページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

STEP 01 ｜小地域データの入手
・e-stat（e-stat.go.jp)から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 01 ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 01 ｜小地域データの入手

⑥地域リストより「11埼玉県」をクリックし
ます。

⑦「11201 川越市」のShapefileをダウンロー
ドします。

⑧ダウンロードしたファイルを展開後、
同フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの拡張
子をもつ４つのファイルがあることを確認
します。

⑥

⑦

⑧
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③

基礎データの収集｜人口データ

①e-stat（政府統計の総合窓口）の
トップページから地図（統計GIS）
をクリックします。

②

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手
・e-stat（e-stat.go.jp)から500ｍメッシュデータをダウンロード

②「境界データダウンロード」を
クリックします。

①

③「境界一覧」内の「4次メッシュ
（500ｍメッシュ）」を選択します。
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・まず、500ｍメッシュの境界データを入手します。



基礎データの収集｜人口データ

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手

④データ形式一覧より、「世界測地系平面
直角座標系・Shapefile」をクリックしま
す。

⑤1次メッシュ単位の一覧が表示されます
ので、メッシュの絞り込みを行うために、
上部にある「都道府県で絞込はコチラ」
をクリックし、「11 埼玉県」を選択し
ます。
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④

⑤



基礎データの収集｜人口データ

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手

⑥埼玉県に該当する1次メッシュが表示さ
れます。
市区町村単位でメッシュデータを取得し
たい場合は、右上部にある「1次メッ
シュ枠情報」をクリックし、「日本の国
土にかかる第1次地域区画」というPDF
ファイルをダウンロードすることで、1
次メッシュ枠の範囲を確認することがで
きます。
（ここでは、M5339、M5439をダウン
ロードします）

⑦ダウンロードしたファイルを展開後、
同フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの
拡張子をもつ４つのファイルがあるこ
とを確認します。

⑥

⑦

11



基礎データの収集｜人口データ

⑧ページ上部の「地図で見る統計
（統計GIS）」をクリックします。

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手

⑨「統計データダウンロード」を
クリックします。

⑧

⑩「国勢調査」を選択します。
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⑩

・次に、人口の統計データを入手します。

⑨



基礎データの収集｜人口データ

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手

⑪2015年＞4次メッシュ（500ｍメッシュ）
＞「その1 人口等基本集計に関する事
項」をクリックします。

⑫1次メッシュ単位の一覧が表示されます
ので、メッシュの絞り込みを行うために、
上部にある「都道府県で絞込はコチラ」
をクリックし、「11 埼玉県」を選択し
ます。
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⑫

⑪



基礎データの収集｜人口データ

STEP 02 ｜500ｍメッシュデータの入手

⑬埼玉県に該当する1次メッシュが表示さ
れます。境界データと同じ1次メッシュ
のcsvファイルをダウンロードします。
（ここでは、M5339、M5439をダウン
ロードします）

⑬
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 03 ｜将来推計人口（500ｍメッシュ）データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②サイト内下部にある「5.各種統計」内の
「500ｍメッシュ別将来推計人口（H30国政局
推計）（shape形式版）」を選択します。
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 03 ｜将来推計人口（500ｍメッシュ）データの入手

④「世界測地系、平成30年」のデータ
をダウンロードします。

④

③「ダウンロードするデータの選択」
より、「埼玉県」をクリックします。

③
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⑤ダウンロードしたファイルを展開後、
同フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの
拡張子をもつ４つのファイルがあるこ
とを確認します。

⑤



基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計
・G空間情報センター（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）

①Ｇ空間情報センターにログイン後、将来人口・世帯予測ツールのページから
対象地域（埼玉県）のツールページへのリンクをクリックします。

スクロールダウン
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

②対象地域（埼玉県）のページから「ダウンロード」をクリック、
「利用規約を承諾する」をクリックするとダウンロードが始まります。

「ダウンロード」を
クリック

「利用規約を承諾する」
をクリックすると
ダウンロードが
始まります。

ダウンロードの完了後、
圧縮ファイルを展開すると
「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダ
が作成されます。
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

③「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダをクリックして、フォルダ内の６つのフォルダの中から
「01_将来人口・世帯予測プログラム」を開きます。

フォルダ内の「01_将来人口・世帯予測プログラム」
をクリック

Excelファイルを起動すると
将来人口・世帯予測プログラムのパネルが起動します。

⑤対象市区町村の設定
をクリックします。

⑥選択画面で都道府県名、
市区町村名を選択します。
今回は「川越市」を選択し
ます。

④フォルダ内の「将来人口・世帯予測プログラム_V2_4.xlsm」
を起動します。
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③



基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑧「コーホート変化率法」か「コーホート要因法」
のどちらかを選択します。

⑦「対象市区町村の設定」の☑が入っているのを確認後、
「人口予測手法の設定」をクリックします。
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑨「入力データの確認・修正」をクリックして、
＜入力データの作成＞画面では、「データ確認・修正」
をクリックします。

⑩入力データとして、Ｈ27の
小地域別人口データが開きます。
確認後、☑を入れて、
「設定完了」をクリックします。
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑪「将来人口・世帯予測の実行」をクリック、続けて「予測結果の確認」をクリックし、「将来人口・
世帯予測ツールＶ２」＞「01_将来人口・世帯予測プログラム」のフォルダ内に「人口・世帯予測結
果.csv」を保存します。

⑫フォルダ内に、「人口・世帯予測結果.csv」が作成されていることを確認します。

⑪

⑪

⑫
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑬「人口・世帯予測結果.csv」をクリックして開きます。ファイルには、平成27年（国勢調査）から平成
57年（推計値）まで5年間隔の小地域別人口総数、年齢帯別（5歳階層）、男女別・年齢別の人口・世
帯などの推計値が確認できます。

⑭市区町村コード、町丁字コード、地域識別番号、町丁字名、平成27年人口総数、平成47年の人口総数の列
だけを残し整理します。
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基礎データの収集｜人口データ

STEP 04 ｜将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑯QGISにてデータ型が正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイル
をメモ帳などで作成します。

⑮将来人口推計結果をGISで正しく読み込むため、「将来人口・世帯予測ツールV2」フォルダの
「05_マニュアル」内にある「05_QGISによる表示方法についてV2_0.pdf」を参考にKEY_CODEを作成します。

市町村CD ⇒”String“（文字型）
町丁字CD⇒”String”（文字型）
地域識別NO⇒”String”（文字型）
KEYCODE⇒”String”（文字型）
町丁字名⇒”String”(文字型）
2015Pop⇒”Integer”（整数型）
2035Pop⇒”Integer”（整数型）A

各フィールドのデータ型

⑰作成したファイルは、人口・世帯予測結果のcsvと同名
のファイルで、拡張子を「csvt」として同じフォルダ
に格納します。
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都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

分析編｜エリア別の保育園における将来の定員充足状況

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②施設データ

02｜データ作成

03｜データ分析



エリア別の保育園における将来の定員充足状況

26

01｜データ準備

①基礎データ
・「基礎データ編」より「都市データ」STEP02、
「人口データ」STEP01、04のデータを準備します。

②施設データ
・自治体で保有する避難施設に関する以下の情報をExcelに
とりまとめ、csvファイルとして保存し準備します。

・施設名
・所在地
・種別
・定員数
・緯度・経度（住所からブラウザ上で求めることもできます）



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。

②
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



02｜データ作成

④マップビューに小地域単位の川越市が表
示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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③小地域データを右クリック＞フィルタを
選択し、右図の設定をして川越市のみを
表示させます。
a,dはダブルクリック、b,cはシングルク
リックで、※のフィルタ式を作成し、OK
ボタンを押します。

a

b

c

d (ここでは「201」を選択）

※

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



・施設（保育園）データを取り込みます。
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02｜データ作成

⑤メニューバー「レイヤ」＞レイヤを
追加＞CSVテキストレイヤを追加を選
択します。

⑥「ファイル名」欄の右端のボタン
を押し、取り込みたいcsvファイルを
選択、レイヤ名を適宜編集して文字
コードは「Shift-JIS」を選択します。

⑦ジオメトリ定義の▼を展開し、
ポイント座標のX属性に「経度」、
Y属性に「緯度」を設定します。

⑧追加ボタンを押し、レイヤプロパティ
ウィンドウを閉じます。

⑥

⑦

⑧

・「鉄道」 (N02-19_Station.shp、N02-19_RailroadSection.shp)、「道路」（N01-07L-2K-
11_Road.shp）のshapeファイルもQGISのマップ上にドラッグ＆ドロップします。

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



※データを読み込んだ際、下図のようなウィンドウが表示される場合があります。
これはプロジェクトの空間参照系（CRS）とデータの空間参照系の２つの間で座標変換が可能な場合
に表示されます。表示された場合は、「キャンセル」します。
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02｜データ作成

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



データを扱いやすくするために、各データを川越市の範囲で切り抜きます。

①

②

③

②入力レイヤに「鉄道」データ、
オーバーレイレイヤに「小地域境界」データ、
出力レイヤの ボタンを押し、ファイルに
保存を選択します。
※ここではファイル名を「11201」と
しました

③実行ボタンを押します。
処理が終了したら、閉じるボタンを押して、
切り抜き(clip)ウィンドウを閉じます。

①ベクタメニュー＞空間演算ツール＞切り抜き(clip)
を選択します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの加工

・「鉄道」データを切り抜きます。

・同様の手順で、「道路」データも切り抜きます。

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



・「駅」を示すN02-15_Station.shpはラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更
します。

④

④メニューバー「ベクタ」＞ジオメトリツール＞
重心を選択します。

⑤入力レイヤに駅データ（N02-15_Station）を選択し、
実行ボタンを押します。

⑤

⑥

⑥レイヤパネルに「重心」というレイヤが作成されました。
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02｜データ作成

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



⑦すべてのデータが対象範囲で抽出できました。
※切り抜く前の元のデータは非表示にします。（レイヤ削除でも可）
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02｜データ作成

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



①将来推計人口のCSVデータをQGIS上にドラッグ&ドロップします。

②レイヤパネルに人口のテーブルが作成されました。

②

・将来推計人口データと小地域境界データを結合します。

③小地域境界データを右クリック＞プロパティを
選択します。

④レイヤプロパティウィンドウのテーブル結合タ
ブをクリックし、＋ボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

＋ボタンを押します
④

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



⑤ベクタ結合の追加ウィンドウが開きます。

⑥結合レイヤに将来推計人口レイヤを選択し、
「結合基準の属性」と「ターゲット属性」には、
それぞれのデータで共通となる項目（KEYコード
や町丁目名）を指定します。
（ここでは、町丁目名のフィールド「name」と
「MOJI」を指定します。

⑦結合フィールドに☑を入れ、取り込みたい属性
（ここでは「p2035_04」）に☑を入れます。（複
数選択可）

⑧カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除し、
OKボタンを押し、レイヤプロパティ画面を閉じ
ます。

⑥

⑦

⑧
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03｜データ分析

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



⑨小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑩属性テーブルの一番右の列に「p2035_04」が追加されているのを確認します。

⑩

・小地域境界データに人口の属性が結合されているか確認をします。
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03｜データ分析

※KIGO_E(特殊記号E)が付与されている場合は、E1に代表としてセットし、En(n≧2)は0（ゼロ）にしました

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



37

03｜データ分析

・集計する範囲を設定します。（ここでは、12の地区で集計します。）

⑪集計する地区の境界データをドラッグ＆ド
ロップで取り込みます。

・地区の境界データに、「2035年の4歳以下
人口」「施設定員数」を集計して紐づけます。

⑫メニューバー「プロセシング」＞ツールボッ
クス＞ベクタ一般＞空間結合（集計つき）を
選択します。

⑬入力レイヤに「地区データ（集計範囲）」、
結合するレイヤに「小地域データ（2035年
の4歳以下人口）」を設定します。

⑭「集計する属性」、「計算する集計関数」の
を押し、以下の設定をして実行します。

⇒ 集計する属性：4歳以下人口
⇒ 計算する集計関数：合計

⑮レイヤパネルに属性が付与された「出力レイ
ヤ」が作成されます。

⑬

⑭

・同様の手順で施設定員数も算出します。
（⑬の「入力レイヤ」に上記で作成したレイヤ
（出力レイヤ）、「結合するレイヤ」に保育園
データ、⑭の集計する属性に定員数のフィールド
をそれぞれ選択します）

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



・地区データに集計した「4歳以下人口」「施設定員数」から地区の充足率を求めます。

38

03｜データ分析

⑰

⑯地区データを右クリック＞属性テーブルを
開くを選択します。

⑰メニューボタンの「フィールド計算機を開
く」を選択し、プロパティを開きます。

⑱「新しいフィールドを作る」に☑が入って
いることを確認し、右のような設定をしま
す。

⑲中央の より、「施設定員
数」と「4歳以下人口」を選択、演算記号を
使用して算出式を作成し、OKボタンを押し
ます。

⑱

⑲

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



・算出した充足率を使用して、エリアごとの充足率を指数化します。
（エリア全体（市全体）平均値を基準とした指数）
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03｜データ分析

⑳属性テーブルが開いているので、その
まま⑰、⑱の手順と同様に設定します。

㉑右のような計算式を入力してOKボタ
ンを押します。

⑳

㉑

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



㉒属性テーブルに「充足率」と「指数」が追加されたことを確認します。

40

03｜データ分析

㉒

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



①地区データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックし、以下の設定を行います。
③OKボタンを押します。

連続値による定義

値：指数

カラーランプ：Rebu
※カラーの反転
カラーランプのバーの上で
右クリック＞カラーの反転
をクリック

分割数（クラス）、
値、凡例について
それぞれ設定

41

03｜データ分析

STEP 04 マップの作成｜充足率（指数）の可視化

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



42

03｜データ分析

④すべてのデータを重ね合わせて表示します。

エリア別の保育園における将来の定員充足状況



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

分析編｜図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②施設データ

02｜データ作成

03｜データ分析



図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況

44

01｜データ準備

①基礎データ
・「基礎データ編」より「都市データ」STEP02、
「人口データ」STEP01、04のデータを準備します。

②施設データ
「国土数値情報」より「公共施設（図書館）」のデータを
ダウンロードします。
※手順は次ページ



①対象施設（図書館）データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②３.地域＞施設＞公共施設（ポイント）を選択
します。

45

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



④世界測地系、平成18年のデータを
ダウンロードします。

④

③ダウンロードするデータの選択より
「埼玉県」をクリックします。

③

46

①対象施設（図書館）データの入手

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



・表示されたページをスクロールし、施設データの仕様を確認しておきます。

座標系は、JGD2000

図書館のコードは
「3003」

47

①対象施設（図書館）データの入手

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞新規作成を
クリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上に
ドラッグ＆ドロップします。

②

48

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



02｜データ作成

④マップビューに川越市の小地域が表示
されました。

レイヤパネル

マップビュー
49

③小地域データを右クリック＞フィルタを
選択し、右図の設定をして川越市のみを
表示させます。
a,dはダブルクリック、bはシングルクリッ
クして、※のフィルタ式を作成し、OKボ
タンを押します。

a

b

c

d (ここでは「201」を選択）

※

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



⑤公共施設（ポイント）データのshapeファイルを
QGIS上にドラッグ＆ドロップします。

・読み込まれたデータの「空間参照座標系
（CRS）」を変更します。

⑥レイヤパレット上の公共施設レイヤを右クリッ
ク＞プロパティ＞ソースタブを開き、「CRSの
選択」ボタンを押します。

⑥

⑦座標系の選択画面が開きます。
・「フィルタ」に“JGD2000”と入力します。
・「あらかじめ定義されたCRS」から
“JGD2000 EPSG4612”を選択し、OKボタンを
押します。

⑦

⑧レイヤプロパティウィンドウも閉じます。
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02｜データ作成

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



⑨公共施設（ポイント）が地図上に表示されました。
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02｜データ作成

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



データを扱いやすくするために、各データを川越市の範囲で切り抜きます。

①

②

③

②入力レイヤに「公共施設」データ、
オーバーレイレイヤに「小地域境界」データ、
出力レイヤの ボタンを押し、ファイルに
保存を選択します。
※ここではファイル名を「PublicFacility」と
しました

③実行ボタンを押します。
処理が終了したら、閉じるボタンを押して、
切り抜き(clip)ウィンドウを閉じます。

①メニューバー「ベクタ」＞空間演算ツール＞
切り抜き(clip)を選択します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの加工

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



④レイヤパネルに「PublicFacility」が新たに作成されました。
・元の公共施設データの☑を外し、作成されたデータが川越市のみになっていることを確認します。
・問題がなければ、元の公共施設レイヤを右クリックし「レイヤの削除」を選択し、削除します。
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02｜データ作成

⑤同様の手順（①～③）で鉄道のデータ(N02-15_Station.shp、N02-15_RailroadSection.shp)と
道路データをQGIS上にドラッグ＆ドロップして、行政区域で切り抜きます。

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



・「駅」を示すN02-15_Station.shpはラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更します。

⑮

⑥メニューバー「ベクタ」＞ジオメトリツール＞
重心を選択します。

⑦入力レイヤに駅データ（N02-15_Station）を選択し、
実行ボタンを押します。

⑯

⑰

⑧レイヤパネルに「重心」というレイヤが作成されました。
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02｜データ作成

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



①人口のCSVデータをQGIS上にドラッグ&ドロップします。

②レイヤパネルに人口のテーブルが作成されました。
②

・GIS上で可視化するために、人口データと小地域境界データを結合します。

③小地域境界データを右クリック＞プロパティを
選択します。

④レイヤプロパティウィンドウのテーブル結合タ
ブをクリックし、＋ボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 03 データの結合

＋ボタンを押します
④

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



⑤ベクタ結合を追加ウィンドウが開きます。

⑥結合レイヤに人口のCSVを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑦結合フィールドを「2015Pop」および「2035Pop」の
2つにチェックを入れます。

⑧カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除し、
OKボタンを押します。

⑥

⑦

⑧

⑨OKボタンにて、レイヤプロパティウィンドウを閉じ
ます。
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03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



⑩小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑪属性テーブルの一番右の列に「2015Pop」と「2035Pop」が追加されているのを確認します。

⑪

・小地域境界データに人口の属性が結合されているか確認をします。

57

03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



・2015年の人口密度（人/ha）を求めます。

⑫属性テーブルのツールバーより、「フィールド計算機を開く」
をクリックします。

⑫
⑬新しいフィールドを作るに☑が入ってい
ることを確認し、以下の設定をします。
フィールド名：2015PopDen
フィールド型：小数点付き数値

⑬

⑭

⑭式フィールドに、
「 “2015Pop”  /  “AREA”  * 10000」と入力
します。
※AREAは、小地域の面積のフィールド名です

リストの項目をダブルクリック
すると、フィールドに入力され
ます。

⑮OKボタンを押します。
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03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



⑯属性テーブルに、「2015PopDen」が追加されました。
⑰2035年ついても同様に作成します。

※KIGO_E(特殊記号E)が付与されている場合は、E1に代表としてセットし、En(n≧2)は0（ゼロ）にしました
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03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。

連続値による定義

値：2015PopDen

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定
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03｜データ分析

STEP 04 マップの作成｜人口密度図

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



④2015年の人口密度分布図が作成されました。
⑤小地域境界データを右クリック＞レイヤを複製を選択し、先ほど同様の手順で、2035年の人口密度に
ついても作成します。
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03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



①公共施設のデータを右クリック＞フィルタを
選択します。

②クエリビルダウィンドウが開きます。
フィルタ式にて、図書館のコードである3003を
指定し、OKボタンを押します。

②

①
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03｜データ分析

STEP 05 マップの作成｜重ね図

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



③図書館のポイントのみが表示され、重ね合わせ図が完成しました。
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03｜データ分析

図書館の立地と町丁目別人口密度の分布状況



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

分析編｜診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②施設データ

02｜データ作成

03｜データ分析



診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係
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01｜データ準備

①基礎データ
・「基礎データ編」より「都市データ」STEP01～02、
「人口データ」STEP03のデータを準備します。

②施設データ
・「国土数値情報」より「医療機関」のデータをダウンロードします。

※手順は次ページ



①対象施設（診療所）データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②３.地域＞施設＞公共施設（ポイント）を
選択します。

66

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



④世界測地系、平成26年のデータを
ダウンロードします。

④

③ダウンロードするデータの選択より
「埼玉県」をクリックします。

③

67

①対象施設（診療所）データの入手

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



・表示されたページを上にスクロールさせ、施設データの仕様を確認しておきます。

座標系は、JGD2000

診療所のコードは
「2」
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①対象施設（診療所）データの入手 ※データ内容の確認

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」を
クリックして、「無題のプロジェクト」を作成しま
す。

①

②行政区域データのshapeファイルをQGIS上に
ドラッグ＆ドロップします。

②

69

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



02｜データ作成
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③マップビューに埼玉県の行政区域が
表示されます。

マップビュー

※プロジェクトの投影座標系を設定します。
メニューバーの「プロジェクト」＞プロパティ

⇒ フィルタ：「JGD2011」を入力
⇒ あらかじめ定義されたCRS：「JGD2011 / 

Japan Plane Rectangular CS IX（平面直角座標系
9系）」を選択

⇒ OKを押してプロパティを閉じます。

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



④川越市の行政界を抽出するため、プロジェク
トを編集モードにします。

⑤マップ上の川越市を選択し、メニューバー
「編集」＞「地物のコピー」、メニューバー
「編集」＞「新規レイヤへの地物貼り付け」
＞新規ベクタレイヤ

⇒ 形式：ESRI Shapefile
⇒ ファイル名：保存先を指定してファイル名

を入力（ここでは「川越市」とします）
⇒ 座標参照系（CRS)：プロジェクトCRSを選択
⇒ 保存されたファイルを地図に追加するに

☑が入っていることを確認
⇒ OKを押してプロパティを閉じます。
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02｜データ作成

④

⑤

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



⑥川越市のみの行政区域が作成されます。

※「行政区域」レイヤは非表示にします。
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02｜データ作成

☑を外す

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



⑦「医療機関」、「鉄道」 (N02-19_Station.shp、N02-19_RailroadSection.shp)、「道路」
（N01-07L-2K-11_Road.shp）のshapeファイルをQGIS上にドラッグ＆ドロップします。
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02｜データ作成

※データを読み込んだ際、右図のような
ウィンドウが表示される場合があります。

これはプロジェクトの空間参照系（CRS）と
データの空間参照系の２つの間で座標変換
が可能な場合に表示されます。
⇒ここでは「キャンセル」を押し、ウィン
ドウを閉じます。
※必要があれば個別に定義します。

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



⑧鉄道、道路、医療機関が地図上に表示されました。

74

02｜データ作成

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



データを扱いやすくするために、各データを川越市の範囲で切り抜きます。

①

②

③

②入力レイヤに「医療機関」データ、
オーバーレイレイヤに「川越市」のデータ、
グリップ済みグリッドの、 ボタンを押し、
「ファイルに保存」を選択します。
※ファイルの保存先とファイル名を指定します。
ここでは「川越市_医療機関」としました。

③「実行」ボタンを押して、処理が終了したら
「閉じる」ボタンでプロパティを閉じます。

①メニューバー「ベクタ」＞空間演算ツール＞
切り抜く(clip)を選択します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの加工

・「医療機関」のデータを切り抜きます。

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



a

b

c

d：診療所の「2」を選択

e

f

g

h(入力）

⑤

76

02｜データ作成

④次に分析対象施設の「小児科を診療科
目とする診療所」を抽出します。川越
市_医療機関レイヤを右クリック＞フィ
ルタを選択し、クエリビルダウィンド
ウを開きます。

⑤右図の順にクリック（a,d,fはダブルク
リック）してフィルタ式を作成し、OK
をクリックします。

⑥レイヤパレットの医療機関データの右
端にフィルタマークが付き、小児科の
診療所のみのデータであることが確認
できます。

・同じ手順で、「鉄道（鉄道・駅）」「道路」データも切り抜きます。
※処理後、元のレイヤは非表示にします。

⑥

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



・「駅」データ（N02-15_Station.shp）はラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更し
ます。

⑦

⑦レイヤパネルの切り抜いた「駅」データを選
択してから、メニューバー「ベクタ」＞ジオ
メトリツール＞重心を選択します。

⑧入力レイヤに⑦で選択したデータが設定され
ているのを確認し、実行ボタンを押します。

⑧

⑨

⑨レイヤパネルに「重心」というレイヤが作成
されたのを確認し、元の駅データレイヤを非
表示または削除します。
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02｜データ作成

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



・「将来推計人口」データをドラッグ＆ドロップし、川越市にかかるメッシュのみを抽出します。

⑩メニューバー「ベクタ」＞「調査ツール」＞
「場所による選択」を選択します。

⑪以下を設定して、実行します。
・選択する地物のあるレイヤ：
「将来推計人口」データ

・空間的関係：交差する（Intersect）
・比較対象の地物のあるレイヤ：川越市

⑪

⑫川越市の行政区域にかかるメッシュが選択され
ますので、コピーしてファイルを作成します。

78

02｜データ作成

・ファイルの作成
「将来推計人口」レイヤを選択し、メニューバー「編集」＞地物のコピー、メニューバー「編集」＞
「新規レイヤへの地物貼り付け」＞新規ベクタレイヤ ⇒ ファイルの保存先とファイル名を指定します。

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



⑬すべてのデータが対象範囲で抽出できました。
※切り抜く前の元のデータは非表示にします。（レイヤ削除でも可）

79

02｜データ作成

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



80

03｜データ分析

STEP 03 データの計算

・将来推計人口データの2035年10歳以下人口を算出します。

①レイヤパレットの「将来推計人口」
レイヤを右クリック＞属性テーブル
を開く、をクリックします。
右図のような属性プロパティが開き、
メニューバーにある「フィールド計
算機を開く」をクリックします。

①

②「新しいフィールドを作る」にチェッ
クが入っていることを確認します。

③「出力する属性（フィールド）の名
前」にフィールド名を入力
（ここでは「2035_pop10」とします）
「フィールド型」に「小数点付き数値
（real）」を選択します。

②

③

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係
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03｜データ分析

④中央にある「 」
を展開し、「PT1_2035」をダブル
クリック⇒「＋」をクリック⇒
「PT2_2035」をダブルクリック

⑤右のような計算式が入力されたことを
確認し、「OK」をクリックします。

⑤
④

④

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係

⑤
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03｜データ分析

⑥「2035_pop10」というフィールド名の属性値が追加されたことを確認し、属性テーブルを閉じます。

⑥

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



①将来推計人口データを右クリックし、プロパティを選択します。
下図のようなレイヤプロパティが開き、シンボロジタブをクリックします。

連続値による定義

値：2035_pop10

カラーランプ：Reds

分割数（クラス）、
値、凡例についてそ
れぞれ設定

②上記の設定を行って確認し、OKボタンを押します。 83

03｜データ分析

STEP 04 人口分布図の作成

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



③2035年の10歳以下人口分布図が作成されました。

84

03｜データ分析

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



・診療所からの徒歩圏域（半径800ｍ圏）を設定す
るため、診療所データの座標系をプロジェクト
CRSに変更します。

①川越市_医療機関レイヤを右クリック＞エクス
ポート＞地物の保存を選択しファイルを保存しま
す。

（p166の⑤を参照）

②①で作成したデータを選択し、メニューバー「ベ
クタ」＞空間演算ツール＞バッファ（buffer）を
選択します。入力レイヤに「川越市_医療機関」
データを設定し、距離に「800」を入力して、実
行ボタンを押します。

③レイヤパネルに、「出力レイヤ」が作成されます。
次に、それぞれの圏域を統合するため、出力レイ
ヤが選択された状態で、メニューバー「ベクタ」
＞空間演算ツール＞融合（dissolve）を選択し実行
すると、個々の圏域が統合されます。

85

03｜データ分析

STEP 05 徒歩圏の設定

②

③

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係
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03｜データ分析

STEP 06 徒歩圏外のメッシュの抽出

①メッシュレイヤを選択した状態で、メニュー
バー「ベクタ」＞ジオメトリツール＞重心を
選択し、実行ボタンを押します。

②「重心」レイヤが作成されますので、選択し
た状態で、メニューバー「ベクタ」＞空間演
算ツール＞差分を選択し、オーバーレイレイ
ヤに徒歩圏域データを選択、実行します。

③メニューバー「プロセシング」＞ツールボッ
クス＞ベクタ選択＞場所による抽出をダブル
クリックします。「抽出する地物のあるレイ
ヤ」にメッシュレイヤ、「比較対象の地物の
あるレイヤ」に差分レイヤ（②で作成された
レイヤ）を選択し、実行します。

④圏域外のメッシュが抽出されたのを確認し、
「STEP04（ｐ83）で作成したスタイルをコ
ピーして凡例を作成します。

③

・スタイルのコピー：メッシュレイヤを右クリック＞スタイル＞スタイルのコピー＞シンボロジ
③で作成したレイヤを右クリック＞スタイル＞スタイルの貼り付け＞シンボロジ

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係
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03｜データ分析

STEP 07 マップの作成｜重ね図

①すべてのデータを重ね合わせて表示します。

診療所(小児科)の分布と町丁目別人口の関係



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

分析編｜都市公園周辺の不動産取引状況

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②施設データ

02｜データ作成

03｜データ分析



都市公園周辺の不動産取引状況

89

01｜データ準備

①基礎データ
・「基礎データ編」より「都市データ」STEP01～02の
データを準備します。

②施設等データ
・「国土数値情報」より「都市公園」、「e-stat」より「250ｍメッシュ
（境界データ）」をダウンロードします。
※手順は次ページ

・不動産取引量データ（csvファイル）を準備します。



①対象施設（都市公園）データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②３.地域＞施設＞都市公園（ポイント）を選択
します。

90

都市公園周辺の不動産取引状況



④世界測地系、平成23年のデータを
ダウンロードします。 ④

③ダウンロードするデータの選択より
「埼玉県」をクリックします。

③

91

①対象施設（都市公園）データの入手

都市公園周辺の不動産取引状況



・表示されたページを上にスクロールさせ、施設データの仕様を確認しておきます。

座標系は、JGD2000

近隣、地区、総合
公園のコードを確

認します

92

①対象施設（都市公園）データの入手 ※データ内容の確認

都市公園周辺の不動産取引状況



・「基礎データ編」「人口データ」の
「STEP02｜③」で、「5次メッシュ
（250ｍメッシュ）」を選択します。

93

②分析単位（境界データ）データの入手

・以降、基礎データ編の手順（STEP02の⑦まで）に沿ってデータをダウンロードします。

②

①

③

都市公園周辺の不動産取引状況



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②行政区域データのshapeファイルをQGIS上に
ドラッグ＆ドロップします。

②

94

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

都市公園周辺の不動産取引状況



02｜データ作成

95

③マップビューに埼玉県の行政区域が
表示されます。

マップビュー

※プロジェクトの投影座標系を設定します。
メニューバーの「プロジェクト」＞プロパティ

⇒ フィルタ：「JGD2011」を入力
⇒ あらかじめ定義されたCRS：「JGD2011 / 

Japan Plane Rectangular CS IX（平面直角座標
系9系）」を選択

⇒ OKを押してプロパティを閉じます。

都市公園周辺の不動産取引状況



④川越市の行政界を抽出するため、プロジェクト
を編集モードにします。

⑤マップ上の川越市を選択し、メニューバー「編
集」＞地物のコピー、メニューバー「編集」＞
「新規レイヤへの地物貼り付け」＞新規ベクタ
レイヤ
⇒ 形式：ESRI Shapefile
⇒ ファイル名：保存先を指定してファイル名

を入力（ここでは「川越市」とします）
⇒ 座標参照系（CRS)：プロジェクトCRSを選

択
⇒ 保存されたファイルを地図に追加するに

☑が入っていることを確認
⇒ OKを押してプロパティを閉じます。

96

02｜データ作成

④

⑤

都市公園周辺の不動産取引状況



⑥川越市のみの行政区域が作成されます。

※「行政区域」レイヤは非表示にします。
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02｜データ作成

☑を外す

都市公園周辺の不動産取引状況



・都市公園データのshapeファイルをQGISのマップ上にドラッグ＆ドロップします。

・読み込まれたデータの「空間参照座標系
（CRS）」を変更します。

⑦レイヤパレットの都市公園レイヤを右クリック
＞プロパティ＞ソースタブを開き、「CRSの選
択」ボタンを押します。

⑦

⑧座標系の選択画面が開きます。
・「フィルタ」に“JGD2000”と入力します。
・「あらかじめ定義されたCRS」から
“JGD2000 EPSG4612”を選択し、OKボタンを
押し、レイヤプロパティウィンドウも閉じます。

⑧

98

02｜データ作成

・「250ｍメッシュ（境界データ）」「鉄道」
(N02-19_Station.shp、N02-
19_RailroadSection.shp)、「道路」（N01-07L-
2K-11_Road.shp）のshapeファイルもQGISの
マップ上にドラッグ＆ドロップします。

都市公園周辺の不動産取引状況



⑨都市公園、250ｍメッシュ、鉄道、道路が地図上に表示されました。

99

02｜データ作成

都市公園周辺の不動産取引状況



・不動産取引量データを取り込みます。

100

⑩メニューバー＞「レイヤ」＞「レイ
ヤを追加」＞「CSVテキストレイヤを
追加」を選択します。

⑪「ファイル名」欄の右端のボタン
を押し、取り込みたいcsvファイルを
選択し、文字コードは「Shift-JIS」を
選択します。

⑫ジオメトリ定義の▼を展開し、ポ
イント座標のX属性に「経度」、Y
属性に「緯度」を設定します。

⑬追加ボタンを押し、レイヤプロパティ
ウィンドウを閉じます。

⑪

⑫

⑬

02｜データ作成

都市公園周辺の不動産取引状況



データを扱いやすくするために、各データを川越市の範囲で切り抜きます。

②入力レイヤに「都市公園」データ、
オーバーレイレイヤに「川越市」のデータ、
グリップ済みグリッドの、 ボタンを押し、
「ファイルに保存」を選択します。
※ファイルの保存先を指定し、ファイル名を設定
します。ここでは「201_park」としました。

③「実行」ボタンを押して、処理が終了したら
「閉じる」ボタンでプロパティを閉じます。

①

②

③

①メニューバー「ベクタ」＞空間演算ツール＞切り
抜く(clip)を選択します。

101

02｜データ作成

STEP 02 データの加工

・「都市公園」のデータを切り抜きます。

都市公園周辺の不動産取引状況
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02｜データ作成

④次に分析対象施設の「近隣公園」「地
区公園」「総合公園」を抽出するため、
切り抜いた「都市公園」データを右ク
リック＞フィルタを選択し、クエリビ
ルダウィンドウを開きます。

⑤以下の順に右図に示す項目をクリック
（a,dはダブルクリック）してフィルタ
式を作成し、OKをクリックします。

⑥レイヤパレットの都市公園データ（こ
こでは「201_park」レイヤ）の右端に
フィルタマークが付いたことを確認し
ます。

・同じ手順で、「鉄道（鉄道・駅）」「道路」データも切り抜きます。
※処理後、元のレイヤは非表示にします。

⑥

a

b

c

d

e

⑤

a→b → c → d(2) → e → a → b → d(3) → e → a → b → d(4)

都市公園周辺の不動産取引状況



・「駅」データ（N02-15_Station.shp）はラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更し
ます。

⑦

⑦レイヤパネルの切り抜いた「駅」データを
選択してから、ベクタメニュー＞ジオメト
リツール＞重心を選択します。

⑧入力レイヤに⑦で選択したデータが設定され
ているのを確認し、実行ボタンを押します。

⑧

⑨

⑨レイヤパネルに「重心」というレイヤが作
成されたのを確認し、元の駅データレイヤ
を非表示または削除します。
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02｜データ作成

都市公園周辺の不動産取引状況



・「250ｍメッシュ」データは、川越市にかかるメッシュのみを抽出します。

⑩メニューバー「ベクタ」＞「調査ツール」＞
「場所による選択」を選択します。

⑪以下を設定して、実行します。
・選択する地物のあるレイヤ：
「250ｍメッシュ」データ

・空間的関係：交差する（Intersect）
・比較対象の地物のあるレイヤ：川越市

⑪

⑫川越市の行政区域にかかるメッシュが選択され
ますので、コピーしてファイルを作成します。
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02｜データ作成

・ファイルの作成
「250ｍメッシュ」レイヤを選択し、メニューバー「編集」＞地物のコピー、メニューバー「編集」＞
「新規レイヤへの地物貼り付け」＞新規ベクタレイヤ ⇒ ファイルの保存先とファイル名を指定します。

都市公園周辺の不動産取引状況
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02｜データ作成

⑬すべてのデータが対象範囲で抽出できました。
※切り抜く前の元のデータは非表示にします。（レイヤ削除でも可）

都市公園周辺の不動産取引状況
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03｜データ分析

STEP 03 データの集計

・不動産取引量データにメッシュコードを紐づけます。

①メニューバー＞「ベクタ」＞空間演算ツール
＞交差を選択します。

②右図のとおりレイヤを設定をします。

③「オーバーレイレイヤからコピーする属性」
の右端 をクリックし、「KEY_CODE」を選
択します。

④「実行」ボタンを押します。

③

⑤レイヤパネルに「交差」レイヤが作成されたの
を確認し、右クリック＞エクスポート＞地物の
保存を選択して、csvファイルを保存します。

⑥エクスポートしたcsvファイルを開き、メッシュ
（KEY_CODE）別に2016年と2019年の取引量と2
時点の増減量（差分）を集計、保存した後、再
度csvファイルをマップ上にドラッグ＆ドロップ
して取り込み、メッシュデータと結合させます。

②

④

都市公園周辺の不動産取引状況
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03｜データ分析

STEP 04 マップの作成｜取引量の可視化（重ね図）

①2016年、2019年取引量、2016年-2019年の増減量を可視化し、すべてのデータを重ねて表示します。

増減量図

取引量図

2016年

2019年

都市公園周辺の不動産取引状況

・メッシュデータの可視化（色分け）は、p41,60,83をご参照ください



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう
QGISによるデータ分析の手順

分析編｜避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②施設データ

02｜データ作成

03｜データ分析



避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係

109

01｜データ準備

①基礎データ
・「基礎データ編」より「都市データ」STEP01～02を
準備します。

②施設、ハザードデータ
・自治体で保有する避難施設に関する以下の情報をExcelにとりまとめ、csv
ファイルとして保存し準備します。

・施設名
・所在地
・種別
・緯度・経度（住所からブラウザ上で求めることもできます）

・「国土数値情報」より「土砂災害警戒区域」「洪水浸水想定区域」の
データをダウンロードします。※手順は次ページ



①ハザードデータの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。

②

②２.政策区域＞災害・防災＞土砂災害警戒区域を
選択します。

※「洪水浸水想定区域」も同じ手順でダウンロー
ドしますので、以降は「土砂災害警戒区域」と
「洪水浸水想定区域」を併記しています。
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④それぞれ世界測地系、令和元年、
平成24年のデータをダウンロード
します。

④

洪水浸水想定区域

土砂災害警戒区域

③ダウンロードするデータの選択より
「埼玉県」をクリックします。
（土砂災害警戒区域、洪水浸水想定
区域共通）

③

111

①ハザードデータの入手

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



【土砂災害警戒区域】

座標系はJGD2011
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①ハザードデータの入手 ※データ内容の確認

座標系はJGD2011

【洪水浸水想定区域】

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作
成」をクリックして、「無題のプロジェク
ト」を作成します。

①

②行政区域データのshapeファイルをQGIS上に
ドラッグ＆ドロップします。

②
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



02｜データ作成
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③マップビューに埼玉県の行政区域が
表示されます。

マップビュー

※プロジェクトの投影座標系を設定します。
メニューバーの「プロジェクト」＞プロパティ
⇒ フィルタ：「JGD2011」を入力
⇒ あらかじめ定義されたCRS：「JGD2011 / 

Japan Plane Rectangular CS IX（平面直角座
標系9系）」を選択

⇒ OKを押してプロパティを閉じます。

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



④川越市の行政界を抽出するため、プロジェクト
を編集モードにします。

⑤マップ上の川越市を選択し、メニューバー「編
集」＞地物のコピー、メニューバー「編集」＞
「新規レイヤへの地物貼り付け」＞新規ベクタ
レイヤ
⇒ 形式：ESRI Shapefile
⇒ ファイル名：保存先を指定してファイル名

を入力（ここでは「川越市」とします）
⇒ 座標参照系（CRS)：プロジェクトCRSを選

択
⇒ 保存されたファイルを地図に追加するに

☑が入っていることを確認
⇒ OKを押してプロパティを閉じます。
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02｜データ作成

④

⑤

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



⑥川越市のみの行政区域が作成されます。

※「行政区域」レイヤは非表示にします。
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02｜データ作成

☑を外す

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



⑦「土砂災害警戒区域」「洪水浸水想定区域」、「鉄道」 (N02-19_Station.shp、N02-19_RailroadSection.shp)、
「道路」（N01-07L-2K-11_Road.shp）のshapeファイルをQGIS上にドラッグ＆ドロップします。
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02｜データ作成

※データを読み込んだ際、右図のような
ウィンドウが表示される場合があります。

これはプロジェクトの空間参照系（CRS）と
データの空間参照系の２つの間で座標変換
が可能な場合に表示されます。
⇒ここでは「キャンセル」を押し、ウィン
ドウを閉じます。

※必要があれば個別に定義します。

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



⑧土砂災害警戒区域、洪水浸水想定区域、鉄道、道路が地図上に表示されました。
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02｜データ作成

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



データを扱いやすくするために、各データを川越市の範囲で切り抜きます。

②入力レイヤに「洪水浸水想定区域」データ、
オーバーレイレイヤに「川越市」のデータ、
グリップ済みグリッドの、 ボタンを押し、
「ファイルに保存」を選択します。
※ファイルの保存先とファイル名を指定します。
ここでは「hazard_K」としました。

③「実行」ボタンを押して、処理が終了したら
「閉じる」ボタンでプロパティを閉じます。

①

②

③

①メニューバー「ベクタ」＞空間演算ツール＞切り
抜く(clip)を選択します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの加工

・「洪水浸水想定区域」のデータを切り抜きます。

・同じ手順で、「土砂災害警戒区域」「鉄道
（鉄道・駅）」「道路」データも切り抜きます。
※処理後、元のレイヤは非表示にします。

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



・「駅」データ（N02-15_Station.shp）はラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更し
ます。

④

④レイヤパネルの切り抜いた「駅」データを選
択してから、メニューバー「ベクタ」＞ジオ
メトリツール＞重心を選択します。

⑤入力レイヤに⑦で選択したデータが設定されて
いるのを確認し、実行ボタンを押します。

⑤

⑥

⑥レイヤパネルに「重心」というレイヤが作成
されたのを確認し、元の駅データレイヤーを
非表示または削除します。
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02｜データ作成

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係
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02｜データ作成

⑦すべてのデータが対象範囲で抽出できました。
※切り抜く前の元のデータは非表示にします。（レイヤ削除でも可）

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



⑧避難施設データを取り込みます。
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02｜データ作成

⑨メニューバー「レイヤ」＞レイヤを
追加＞CSVテキストレイヤを追加を
選択します。

⑩「ファイル名」欄の右端のボタン
を押し、取り込みたいcsvファイルを
選択し、文字コードは「Shift-JIS」を
選択します。

⑪ジオメトリ定義の▼を展開し、
ポイント座標のX属性に「経度」、
Y属性に「緯度」を設定します。

⑫追加ボタンを押し、レイヤプロパ
ティウィンドウを閉じます。

⑩

⑪

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係



①「洪水浸水想定区域」データを右クリック＞プロパティを選択し、下図のようなレイヤプロパティを開き
シンボロジタブをクリックします。

カテゴリ値による定義

値：A31_001

ここでは7段階で分類します。

分類ボタンを押すと個別値
が表示されます。

②上記の設定を行って確認し、OKボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 04 マップの作成｜洪水浸水想定区域の浸水深ランク

・同様に「土砂災害警戒区域」データも「区域コード」でカテゴリごとの色分けを行います。

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係
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03｜データ分析

STEP 03 マップの作成｜重ね図

①すべてのデータを重ねて表示させます。

避難施設の分布状況とハザードエリアとの関係


